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　中間考査（5/20－24）のため、一週間あいたこともあって、このあた
りでいちど「生徒の意見を聴いてみたい」と思い、おこなった授業。５
限目で「これまでについて」を振りかえり、６限目では「これからにつ
いて」生徒の要望を聴こうとした。
　「さあみんな、意見を言ってごらん」と言ったところで、元気な返事
が返ってくるわけではないことは、これまでの経過から学習していたの
で、アンケート用紙にまず記入してもらったうえで、それをもとにして
私と生徒とのあいだで言葉のやりとりをしようという作戦をとった。

「いちばん印象に残った授業」では、神戸ファッション美術館の百 （々も
も）さんの授業と、理学療法士の玉地さんの授業を挙げる生徒が多かっ
たが、前者は百々さんの名前とその風貌が、また、後者は「車いすに乗っ
た」ということよりも、ただ単に学校の外をうろちょろできたというの
が、その理由だろうとも思う。
　授業の感想として、「英語とかよりぜったいいい」「けっこう話したり
もできておもしろいと思う」「ゲストが多いのが良い」という好意的な
ものもあれば、「難しい」「ぜんぜん出会えんかった。もっとおもしろく
してほしい＆話ばっかりはイヤ！」「ねむくなる」「しずかでしんどい、
もっとうごいていろいろしたい。しゃべっている時間がながい」「思っ
てた感じと違うかった。もっとわかい人とか色々出会いたい」という、
なかなか耳が痛いものも言ってくれた。（残念ながら、この素直な生徒
の意見を契機に、それ以後の授業がよりよく改善されたかどうかは心も
とない。）
　また、ちょうど5/17の全体会で、福井高校での取り組みについて報告
する機会があり、そのときの「映像資料」としてまとめた、過去5回分
の撮影ビデオを生徒に見てもらったのだが、これが大不評。あわせて、
さきのアンケートにおいても「ビデオいらん」「ビデオさつえいをやめ
てほしいッス」など、それまでに授業の風景をビデオ撮影していたこと
にたいする不満を表明する生徒もいた。（なお、ビデオ撮影にかんして
は、最初の授業の日に「こちら側の勉強のために必要である」旨を本間
さんが説明し、いちおう〈生徒の承諾を得た〉ということになってい
た。）
　私じしん、ビデオ撮影は不要だと思っていたので、さっそくその週の
分科会でビデオ撮影の中止を提案したのだが、「この授業をより良くし
ていくための材料として必要」とのつよい異論もあって、話しあいは紛
糾する始末。結局、６/4に「ビデオ撮影についての確認」をあらためて
生徒にとり、とりあえず〈授業担当者のみを撮影する（つまり、生徒の
姿は写さない）〉ということでいちおう決着したのだが、さきの分科会
において私は、かなり感情の揺らいだ姿をメンバーに見せてしまったこ
ともあって、このあたりのことは、個人的にあまり思い出したくない出
来事である。　　　　　　　　　　　　　　　　　（みうらたかひろ）
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